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論 文 要 旨 
 
 モンゴル国の総人口 324万人（2018年）に対し、中国領内にはその倍くらいの 598万人（2010
年）のモンゴル人が内モンゴル自治区を中心に八つの省・自治区に分布している。モンゴル国
ではキリル（ロシア）文字が使われているのに対し、中国では伝統的なモンゴル文字が使われ























































































































批判的にとらえ、M 中学校（350 人）、M 小学校（732 人）、S 学校（213 人）などで調査した
際にアンケート調査が難しい場合は知人の教員等を通して雑談による調査をし、村での成人に
対する調査も基本的にこのような方法で実施され、「民族問題」という政治的タブーが存在す
る少数民族地域での社会調査を成功させ、有効な調査データを得る目的を達成している。 
 本学位請求論文の審査会は所定の回数により実施され、審査委員たちと申請者との質疑応答
と申請者による適切な修正が進められてきた結果、本論文には内モンゴルの教育史についての
検討が不十分であるなど課題は残るが、学位論文として十分な水準に達していると認める。 
 よって、審査委員会は全員一致で本論文が博士（学術）の学位授与に値すると判断した。 
